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清末における日本近代文学作品の翻訳と紹介
－日本文芸の中国における受け入れ方⑴－

康　　　東　元＊

Translation and Introduction of Modern Japanese Literary Works

at the end of Qing Dynasty
－The way of acceptance of Japanese Literary Arts in China (1)－

Kang Dongyuan

　翻訳文学は文学史の中で特殊な部分である。清朝末期（「日清戦争」以後）から日本近代文学
作品が翻訳され，政治小説を始め，科学冒険小説，探偵小説，軍事小説が次々翻訳されている。
翻訳上の数字を基準として考えてみると，清末翻訳された政治小説などは僅かな数を占めるだけ
であるが，ある意味では開明的な意味を有するものである。本稿では，これらの先行研究の成果
を踏まえて，清朝末期にどういう作品が翻訳されたのか，またなぜ清朝末期という時代に翻訳さ
れたのか，ということをとりあげ，翻訳作品の受容のありかたと社会の動き（時代背景，社会環
境）との関連について考察する。結論として，日本の政治小説，科学冒険小説，探偵小説，軍事
小説等に対しての翻訳紹介は単に日本を学ぶためではなく，日本を西欧に学ぶ「橋」或いは「窓
口」として，この「橋」或いは「窓口」を通して，その究極の目標は，翻訳小説を通じて欧米の
思想・文学の受容を図ったと考えられる。この研究は，日中文学翻訳交流史，中国の比較文学研
究の深化，中国現代文学の促進，多くの読者と翻訳作品の鑑賞の指導に重要な意義と価値がある
と思われる。

　　Literary translation is a special part of the literary history.  Following the end of Qing Dynasty 
(after the war between Japan and Qing), modern Japanese literary works such as the political 
novels, science and adventure novels, detective stories, and the military novels were translated one 
after another.  Taking into account of the abundance of translations, even though the translations 
of political novel at the end of Qing dynasty were few, in some sense I think it refl ected an open-
minded attitude.  In this paper, based on the results of previous studies, I explore what kinds of 
literary works were being translated and why they were translated at the end of Qing dynasty.  
These questions were answered through considering the relationship between the changes and 
infl uence (in terms of background in time and social environment) of society and the acceptance of 
translation of literary works.  As a conclusion, the introduction of Japanese literary works in the form 
of political novels, science and adventure novels, detective stories, and military novels should not be 
seen as simply learning Japan and Japanese society.  It was because Japan acted as a "bridge" or a 
"window" for learning from Europe and America.  Through this "bridge" or "window", the ultimate 
goal was to be able to usher in the acceptance of European and American thoughts and literatures 
through literary translation.  This study has the important meaning and worth in deepening and 
enhancing both the history of exchange between Japanese and Chinese literatures and Chinese 
comparative literature, as well as promoting Chinese modern literatures and the instruction and 
appreciation of translation of literary works for many readers.
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はじめに

　翻訳文学は文学史の中で特殊な部分である。一国のす

べての作品が異国で翻訳されるわけではない。それは国

の文芸政策，民衆の社会意識が違うからである。つまり，

社会の動向と深いつながりを持つ文学のうち，とりわけ

翻訳文学の場合は，自国の文学にない要素（内容），方

法を外国から取り入れるという意味において社会や時代

の動向と深い関係を持っていると考えられるのである。

　19世紀末から20世紀初頭の清朝末期における中国の文

学状況は，阿片戦争（1840～42年）の敗北以来，イギリ

ス・フランスを初めとするヨーロッパ列強の帝国主義的

侵略の脅威及び腐敗しきった清朝の旧体制，また変法自

疆の策という，新政を行なうための政治改革運動がクー

デターで鎮圧される国内政治情勢の動揺にともなって，

変化が生じ，まず，第一に外国文学の翻訳が頻繁に行わ

れるようになった。

　明代から清代にかけて，中国は主として自然科学・技

術の分野で，西欧の文化を導入した。しかし，清末末期，

帝国主義諸国の侵略を受ける時代になると，中国は西洋

の勢力と激しい接触をしなければならなかった。当時，

中国は自身を見直すためにも，西洋の思想，文学に無関

心ではいられなくなった。

　このような社会状況の中から生み出された当時の文学

作品は，一般的に諷刺或いは暴露というような消極的な

態度を超えて，積極的で，露骨なものに変わり，政治責

任者への責任追求に集中する形をとった。こうした政治

的理由で，この時期に急に政治小説という読物が多量に

翻訳されるようになった。特に戊戌政変（1898年）の失

敗以後，国内改造の問題に急激に目覚めた有識者は，自

分たちの生活の実情や，それにつながる政治のあり方に

ついて，反省批判を加えるとともに，新しい生活や政治

の未来像を描き出すことに救いを見出そうとした。

　清朝末期に創作された李伯元（1867～1906年）の『官

場現形記』（1901年），呉　人（1866～1910年）の『二十

年目賭之怪現状』（1903年），劉鶚（1857～1909年）の『老

残遊記』（1903年），曾樸（1872～1935年）の『　海花』（1905

年）などの清末の小説は，形式上から見ると口語的表現

による『三国志演義』（1522年），『西遊記』（1570年），『水

滸伝』（1589年），『紅楼夢』（1791年）等の長編小説の伝

統を基本的に受け継ぐものであったが，その内容として

は，全面的に清朝末期社会の動乱期，つまり変革に向け

ての激しい動きを表現し，当時の流行や政治，社会の暗

黒部分や腐敗の現状への諷刺や暴露，或いは譴責（過失

を責め咎める意）という傾向を反映していた。つまり，

清朝末期の小説は，多くは一般社会，特に官僚を中心と

する政治の実態を暴露，攻撃を主とするものであった。

また，小説に対して啓蒙的役割を大きく期待した一部

の知識人は，先進国の文明を小説の発達と結びつけて，

外国作品を紹介することから着手し，フランスの小仲馬

（Alexandre Dumas fi ls,1824～1895年）の『巴黎茶花女

遺事』（La Dame aux Camélias,1899年訳），アメリカの

　活夫人（Mdm Harriet Elizabeth Beecher Stowe,1811～

1896年）の『黒奴　天録』（Uncle Tom's Cabin,1901年訳），

ロシアの普希瑩（Aлekcahдp Cepreebич Пушкин,1799

～1837年）の『俄国情史』（Капитанская　дочка,1903

年訳）などが翻訳され，外国の小説作品の紹介を通じて，

「近代化」の道を模索していたと考えられる。

　この清朝末期時代における翻訳文学の隆盛は，日本文

学に関しても変らなかった。特に日本文学の場合は，「近

代化」という観点から類似点がたくさんあり，日本文献

の中国語訳が盛んに行われた。

　本論の中に記載した翻訳作品リストから見ると，清朝

末期（「日清戦争」以後）から日本近代文学作品が翻訳

され，政治小説を始め，科学冒険小説，探偵小説，軍事

小説が次々翻訳されている。例えば，東海散士の『佳人

之奇遇』（1898年訳），矢野龍（竜）渓の『経国美談』（1899

年訳），大橋乙羽の『累卵之東洋』（1901年訳），押川春

浪の『空中大飛行艇』（1903年訳），江見水蔭『地中の秘密』

（1906年訳），桜井忠温『肉弾』（1909年訳）等が紹介さ

れた。

　清末における日本近代文学作品の紹介と翻訳の研究に

ついて，私の目に入る限り，今まで本格的な研究はなかっ

た。唯一先行研究といえるのは，中村忠行の論文「政治

小説に於ける比較と交流」（注1）である。中村忠行はその論

文の中で，中国政治小説の研究における日本の政治小説

との比較の意義を論述し，両者の関連に一つの史的概観

を与えている。中村忠行の論を要約すると次のようにな

る。「清朝末期民初に於ける政治小説の流行は，明治日

本の政治小説の影響によるものであって『清議報』第一

冊以下に連載された梁啓超訳の『佳人奇遇』と『經國美

談』こそは，明治期に於いて果たした政治小説の役割と，

彼此類似する点は多い。梁訳『佳人奇遇』が始めて世に

出たのは，光緒二十四年末，すなわち明治三十一年十一

月の事であるが，この前後の数年間は，明治の政治小説

史上でもかなり重要な意味を持っているし，政治小説と

いっても，両者の間にはかなりの隔りがあることである。

また前期に見られた華夷獨自の思想は，この期に入って

漸く薄れ，日露戦争に於ける日本の勝利に刺激されて，

漸く愛国心に変じ更に反帝国主義・反買辨の思想に変り，
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中国不亡の信念にすらなっている。反帝国主義・反買辨

などの思想が強く反映しているのも，わが国の政治小説

には見なれぬところである。」

　しかし，中村忠行の整理した，清朝末期に中国に向け

て翻訳された17篇の明治日本の政治小説のリストを検討

してみると，あるところは「現物」を基にリストを組み

立てていないことが分かる。例えば，氏が整理した翻訳

リストの一覧を見れば分かるように，「清議報」に翻訳

掲載された東海散士の『佳人之奇遇』，矢野龍（竜）溪の『經

國美談』，徳富蘆花譯の『百合の花』，『鐵公の退隱』，『王

の紛失』などの翻訳状況に関する書誌は，「翻訳者名」，

「作品の中国語タイトル」，「作家名と原題（日本名），「翻

訳刊行所（翻訳刊行雑誌）」，「翻訳刊行年月日」の順に

詳細に正しく整理されている。しかし，以下の作品は抜

け落ちている。

玉瑟齋主人訳　　　囘天綺談（加藤政之助纂訳『英國名士囘天綺談』）　　　　『新小説』五・六號

光緒廿九年五月・六月？（1903.　5・6 ？）

訳者未詳　　　　　白絲線記（徳富蘆花訳の『白糸』）　　　　　　　　　　　　同六號

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒廿九年（1903.　6 ？）

梁啓超訳　　　　　俄皇宮中之人鬼（徳富蘆花訳の『冬宮の怪談』）　　　　　『新小説』？

賴子　訳　　　　　政治波瀾（佐々木龍の『新波瀾』）　　　　　　　　　　　　？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？

　雑誌「新小説」（1902年11月横浜で創刊）に「翻訳者

名」，「翻訳刊行年月日」などが記入してあるにもかかわ

らず，である。これを見れば，明らかなように，中村忠

行は「新小説」に掲載された翻訳作品にはほとんど眼を

通してないことが明白である。賴子訳の佐々木龍の『新

波瀾』に対しても「翻訳刊行所（翻訳刊行雑誌）」，「翻

訳刊行年月日」が不明になっている。阿英の『晩清小説

史』にも，ただ「翻訳者名」，「作品の中国語タイトル」，

「原作家名」しか表記されてないことから見ると，「現物」

に当たらず阿英或いは誰かが作った翻訳文献目録をその

まま記載したと推測できる。上記に対しての正しい書誌

は，以下のようになる。

玉瑟斎主人訳　　回天奇談（加藤政之助簒訳『英国名士回天奇談』）　　『新小説』第 4 ・ 5 ・ 6 号

光緒二十九年五月十五日～六月十五日（1903.　5.　15・6.　15）

披髪生訳　　　　白絲線記（徳富蘆花訳の『白糸』）　　　　　　　　　『新小説』第 6 号　

　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十九年六月十五日（1903.　6）

曼殊室主人訳　　俄皇宮中之人鬼（徳富蘆花訳の『冬宮の怪談』）　　　『新小説』第 2 号

　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十八年十一月十五日　（1902.　11・15）

賴子訳　　　　　政治波瀾（佐々木龍『日本政海新波瀾』）　　　　　　　上海作新社

　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十九年（1903）

　しかし，例え不十分な資料とはいえ，中村忠行の「政

治小説に於ける比較と交流」は我々書誌学研究の徒に

とっては貴重な資料であることに変わりはない。

　本論は，中村忠行の先行研究の成果を踏まえて，清朝

末期にどういう作品が翻訳されたのか，またなぜ清朝末

期という時代に翻訳されたのか，というようなことにつ

いて翻訳作品と社会の動き（時代背景，社会環境）との

関連から考察を試みたいと思う。

　ただ，「日本の政治小説」に関する先行研究を見れば

分かるが，日本で政治小説が盛んに書かれ，読まれた時

代と中国でそれが翻訳されるようになった動機とはいく

らかの時代的違いがある。日本での政治小説の最盛期を

いつと定めるかは研究者によって，違いがある（注2）が，

公約数的に考えて，明治22（1889）年ごろとすると，7 ，

8 年から10年のずれがある。

1 ．日本の政治小説

　明治初期の「富国強兵」「殖産興業」などのスローガ

ンが掲げられ，国民の思想を近代的なものに切り変えて

いく啓蒙運動は政治思想にも及び，欧米における民主主

義思想の紹介・導入が活発になった。日本の国民は人間

の権利は本来平等であるべきことを知り，国会の開設，

憲法制定，地租軽減，地方自治，不平等条約撤廃という
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五大要求を掲げ，明治政府が意図する絶対主義的天皇制

国家に対し，民主主義的な立憲制国家をつくろうとした

自由民権運動が起こった。

　この自由民権運動は明治 7（1874）年板垣退助らの「民

撰議院設立建白書」の提出から始まっているが，間もな

く，この思想啓蒙普及を意図した文学作品が現れた。そ

れは，西欧の著作の翻訳と創作とに分けて見ることがで

きる。

　明治10（1877）年代になると，日本の小説の世界にも

新しい動きが顕著になる。一つは翻訳小説の出現であり，

もう一つが政治小説の発生・盛行である。この二つは本

来，別のジャンルであるが，翻訳小説の中には政治小説

の範疇に入るものがあり，政治小説の発展に大きな影響

を与えている。

　西洋文明の崇拝，文明開化熱のみなぎった明治の初期，

新知識移入の必要から欧米の著作についてのおびただし

い翻訳・紹介が出版された。例を挙げると，中村正直訳

の『西国立志編』（1870～71年），斎藤了庵訳の『魯敏孫

全伝』（1872年），渡部温訳の『通俗伊蘇普物語』（1873年），

小林謙吉訳の『西洋孝子流別奇談』（1874年），永峯秀樹

訳の『開巻驚喜暴夜物語』（1875年），村上俊吉訳の『天

路歴程』（1876～77年）等々である。

　古い伝統を破壊し，新しい社会を築こうとしている時

代の人々は旧来の戯作に満足せず，新しい小説を求めた

が，彼らはそれを欧米の小説で満たそうとした。その要

求に応じて，明治10（1877年）年代には幾多の翻訳小説

が登場した。

　その中にあってイギリスの作家・政治家ロード・リッ

トン（エドワード・ブルワー・リットン）の『アーネス

ト・マルトラヴァース』（1837年）および続編『アリス』

（1836年）を抄訳した丹羽純一郎の『欧州奇事　花柳春

話』（1878～79年）はその最初の成功例である。この作

品は，当時，おおいに歓迎され，その後，このタイトル

を真似た小説が続出した。この系統の，いわゆる文学的

な小説の翻訳には，橘顕三訳のスコットの『春風情話』

（1880年）や坪内逍遥訳のスコットの『開巻悲憤　慨世

士伝』（1885年）や益田克徳訳のリットンの『夜と朝』（1889

年）などがある。

　一方，科学・冒険小説の翻訳も未知の世界への憧憬か

らいくつか出た。その中では，ジュール・ヴェルヌ（フ

ランスの作家，SFの先駆者）原作・川島忠之助訳の『新

説　八十日間世界一周』（1878～80年）がよく知られて

いる。ヴェルヌの小説は，その後，井上勤訳の『九十七

時二十分間　月世界旅行』（1880年），『月世界一周』（1883

年），『六万英里　海底旅行』（1884年）等，続々翻訳された。

更に，政治小説の翻案・翻訳がある。明治15（1882）年

になると，高まりつづけた自由民権運動や一般の政治熱

が最高潮に達した。その影響で翻訳小説にも，明らかに

政治意図を持ったものが出現した。

　日本において政治小説とは，文学史的には明治に入っ

て西欧の政治思想が盛んになってから現れた，自由民権

運動の主義，主張の宣伝のために書かれた明治15（1882）

年頃から明治23（1890）年頃までを頂点とする小説を指

す。明治17（1884）年から明治21（1888）年の間にイギ

リスの政治家ビコンズフィールド伯ベンジャミン・ヂス

レーリの政治小説または人情小説，『春鶯囀』（1884年），

『政海之情波』（1886年），『双鸞葉春話』（1887年），『大

膽書生』（1887年），『昆太利物語』（1888年）など五篇と

リットン『ケネルム・チリングリ』の翻訳『諷世嘲俗　

繫思談』（1885年）などが日本に紹介移入された。当時，

ヂスレーリの翻訳小説が，日本の政治小説界に及ぼした

影響は，極めて大きいと言われている。柳田泉は『政治

小説研究』の中（注3）で，「ヂスレーリの訳文小説が，日本

の政治小説界に及ぼした影響に至っては，極めて大きい。

それは，政治小説というものゝ模範なり基準なりを与え

て，これが本格の政治小説だということを教えたからで

ある。」と評価している。

　日本の政治小説は主にイギリスの影響を受けながら，

フランス文学にも影響を受けたのである。先の『政治小

説研究』（注4）によると，当時自由党の総理板垣退助がフラ

ンスを訪問する際，ヴィクトル・ユーゴーに面会して，

自由民権論の先達として敬意を表し，かつ教えを受けた

という。ユーゴーは板垣退助に「余を以て日本の現勢を

察するに，蓋し人民を観感興起せしむべき欧米自由主義

の政論稗史の類を其国の新聞紙上に続々掲載するを急務

と思はるゝ也。」と言ったという。板垣退助はユーゴー

の言葉に大いに感激して，滞欧中に，克明に政治小説の

類を集め，それを携えて，1883年 6 月に帰朝した。こう

いう状況の下で，80年代は日本で政治小説翻訳のブーム

となっていた。

　政治小説の翻訳と同時に，創作も始まった。戸田欽堂

の政治寓意小説『民権演義　情海波瀾』（1880年）は自

由民権の思想で当時の政界をとらえた政治小説の嚆矢と

言っていいだろう。以降，政治小説は自由党と改進党の

二政党の活動を背景に書かれ，その内容は政党の盛衰と

運命をともにした。

　本格的な創作の政治小説としては，最初に広く注目さ

れたのは，改進党系の矢野龍（竜）渓の『斉武名士　経

国美談』（1883～84年）であった。つづいて出現した東

海散士の『佳人之奇遇』（1885～97年）も『経国美談』
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と並ぶ雄編で，はじめのほうだけでも数十万部売れたと

いわれている。『経国美談』と『佳人之奇遇』は明治10

年代の政治小説を代表する作品で，前者は19世紀にイギ

リスで出たギリシャ史の諸著に材をとり，それらをアレ

ンジしながらなかば翻訳なかば創作というような方法に

よって，都市国家テエベがスパルタの専制支配と闘って

独立しギリシャの盟主となるまでの入り組んだ経過を，

人物像中心につぶさに叙述し，後者は，日本人を主人公

にし，スペインの愛国女性やアイルランドの亡命女性や

中国の明の遺臣やハンガリイの志士らを登場させ，それ

らの国の紛乱した政情と，登場人物たちの熱い憂国の情

を次々と繰り広げて，独立戦争時代のアメリカのことや，

イタリイのガリバルディの活動や，ポーランドの当時の

実情なども詳しく物語られた。この『佳人之奇遇』は，

登場人物の口を借りて当時の世界情勢を民族独立の立場

から詳細に論じ，特に弱小諸民族の苦悩と闘争を語る。

外国や全世界を舞台にしたこれらの雄編に対し，一方で

は，日本の政界の内情を写実的に描いた政治小説が登場

した。末広鉄腸の『政治小説　雪中梅』（1886年）は，

在野の志士国野基が政治活動に没頭し，下獄するが，出

獄後，富永お春と知り，めでたく結ばれるというストー

リーで，作者の主張が国野によって代表されている。

『政事小説　花間鶯』(1887年～88年)はその続編である。

他に，須藤南翠の『雨?漫筆緑簑談』（1886年），小宮山

天香の『涙の谷』（1888年）等も注目された。日本の政

治小説作家は，ほとんど政治家或いは社会的エリートで

あった。例えば，矢野龍（竜）渓は大蔵省書記官，末広

鉄腸は後に衆議院議員になるような人物であった。

2 ．清末の政治小説の翻訳状況

　中国における西洋文化の翻訳，紹介は，既に十六世

紀の初期から始まったのであるが，これは主として外国

人宣教師によって行われたものである。十六世紀の頃，

ヨーロッパの一部分の国は資本主義の本源的蓄積時期に

入り，資本家階級先遣隊の植民地主義者として対外略奪，

宣教師の活動と文化の交流が始まった。

　最初にキリスト教宣教師として来航し中国伝道を行っ

たのは，ポルトガル人である。嘉靖32（1553）年，ポル

トガル人は，広州港外に至って，中国への伝道をめざし

た。

　その後，イタリア出身のイエズス会宣教師マテオ・リッ

チ（1552～1610年）を初め，多くのイエズス会宣教師が

来航し，中国への布教に努めた。彼は，中国名を利瑪竇

（リマトウ）と名乗り，『天主実義』（1595年刊，カトリッ

クの教義の漢訳本）やエウクレイデス（ユークリッド）

の幾何学の前半部の漢訳である『幾何原本』（1607年刊）

などを翻訳した。特に彼が作成した『坤輿（コンヨ）万

国全図』（1602年刊，坤輿は大地の意味）は中国最初の

世界地図で，中国人に大きな影響を与えた。 

　ドイツのイエズス会宣教師アダム・シャール（1591～

1666年，中国名は湯若望）は，1622年に中国に渡来し，

崇禎帝の命により，徐光啓らと『崇禎暦書』の編纂と大

砲の鋳造を行った。 イエズス会宣教師は，清代になって

も活躍し，ベルギー出身のフェルビースト（1623～88年，

中国名は南懐仁）は，1659年に中国に到着して清朝に仕

え，アダム・シャールを助けて天文台の仕事につき，天

文観測や修暦の仕事にあたった。

　フランスのイエズス会宣教師ブーヴェ（1656～1730

年，中国名は白進）は，ルイ14世の命で中国に派遣され，

幾何学を進講し，また10年余りを費やして大規模な実測

をもとに中国最初の全土実測地図である『皇輿全覧図』

（1718年に完成）を作成した。同じくフランスのイエズ

ス会宣教師レジス（1663～1738年，中国名は雷孝思）も

ブーヴェらとともに『皇輿全覧図』の作成に従事した。

　こうした形での西洋文化の導入が，ある程度中国の教

育，政治，経済及び社会運動に影響を与えたことは事実

であるが，中国人自身による西洋文化の紹介，翻訳の隆

盛は十九世紀の後半期のことであった。この時期の重要

な訳著としては，魏源『海国図志』（The Encyclopaedia 

of Geography 1847年 ）， 厳 復『 天 演 論 』（ Ｔ．Henry 

Huxley, Evolution and Ethics and Other Essays 1887年），

『群己権界論』（John Stuart Mill, On Liberty 1899年）な

どがある。これらの訳著は殆どイギリスの本から翻訳さ

れたものであり，翻訳対象は西洋の自然科学の種類が多

かった。しかし，日清戦争(1895年)以後は，状況が一変

して日本の政治小説を初め，日本からの翻訳が圧倒的に

多数を占めるようになった。

　清末における政治小説の翻訳は『佳人奇遇』（佳人之

奇遇）から始まり，日本の小説が続々中国に紹介，翻訳

され，翻訳政治小説の流行を生み出した。以下に，清朝

末期に中国に向けて翻訳された明治日本の政治小説を訳

者名とともに記しておく。

梁啓超　　　　　　　　　佳人奇遇（東海散士の『佳人之奇遇』）　　　　　『清議報』 1 －35冊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十四年十一月十一日以下（1898.　11.　11）
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同　訳　　　　　　　　　経国美談（矢野龍渓の『経国美談』）　　　　　　　『清議報』36－69冊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十五年十一月十一日以下（1899.　11.　11）

梁啓超　　　　　　　　　佳人奇遇（東海散士の『佳人之奇遇』）単行本　　　　上海商務印書館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十七年（1901）

憂亜子　　　　　　　　　累卵東洋（大橋乙羽の『累卵之東洋』）単行本　　　　東京出版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十七年五月二日（1901.　5.　2）

訳者不明　　　　　　　　百合花（徳富蘆花訳の『百合の花』）　　　　　　　『新民叢報』第12号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十八年六月十五日（1902.　6.　15）

訳者不明　　　　　　　　殖民偉績（原作未詳）　　　　　　　　　　　　　　『新民叢報』第20・22号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十八年十月・十一月（1902.　10・11）

飲氷訳　　　　　　　　　世界末日記（徳冨健次郎（蘆花）の『歴史の片影』）『新小説』第 1 号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十八年十月十五日（1902.　10・15）

曼殊室主人訳　　　　　　俄皇宮中之人鬼（徳富蘆花訳の『冬宮の怪談』）　　『新小説』第2号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十八年十一月十五日（1902.　11・15）

馬仰禹（南支那老驥）訳　未来戦国志（東洋奇人の『世界列国の行末』）単行本　広智書局版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十九年（1903）

海天獨嘯子訳　　　　　　空中飛艇（押川春浪の『空中大飛行艇』）　単行本　　明権社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十九年（1903）

栖冥・嘯園訳　　　　　　日中露（原作未詳）　『湖北学生界』第2号（未完）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十九年（1903）

熊垓訳　　　　　　　　　雪中梅（末廣鉄腸の『雪中梅』）単行本　江西尊業書館版・廣智書局版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十九年（1903）

訳者不明　　　　　　　　花間鶯（末廣鉄腸の『花間鶯』）　　　　　　　　　　上海作新社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十九年（1903）

頼子訳　　　　　　　　　政治波瀾（佐々木龍『日本政海新波瀾』）　　　　　　上海作新社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十九年（1903）

中国某訳　　　　　　　　外交家之狼狽（徳富蘆花訳の『鉄公の退隠』）　　　『新民叢報』第27・29号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十九年二月・三月（1903.　 2 ・ 3 ）

南支那老驥訳　　　　　　窃皇案（徳富蘆花訳の『王の紛失』）　『新民叢報』第33・34号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十九年五月一日・十五日（1903.　5.　1・5.　15）

玉瑟斎主人訳　　　　　　回天奇談（加藤政之助纂訳『英国名士回天奇談』）　『新小説』第 4 ・ 5 ・ 6 号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十九年五月十五日～六月十五日（1903.　5.　15・6.　15）

披髪生訳　　　　　　　　白絲線記（徳富蘆花訳の『白糸』）　　　　　　　　『新小説』第 6 号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒二十九年六月十五日（1903.　6）

黄人訳　　　　　　　　　啞旅行（末廣鉄腸の『啞之旅行』）　　　　　　　　　上海小説林社出版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒三十年（1904）

徐念慈（東海覚我）訳　　新舞台（押川春浪の『武侠の日本』）単行本　　　　　小説林宏文館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒三十一年（1905）

南野浣白子訳　　　　　　青年鏡（北水山人の『青年鏡』）　単行本　　　　　　廣智書局版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光緒三十一年三月十六日（1905.　3.　16）

　以上のように翻訳時間順に並べてみると，日本の政治

小説の翻訳，紹介は1898年梁啓超訳の『佳人之奇遇』が『清

議報』の創刊号に載ったことから始まり，『佳人之奇遇』

の翻訳は清末政治小説の序幕を開いたといえる。啓蒙の

効果を重視する梁啓超の前には，急速な欧化＝近代化を

進めつつある明治日本とその出版界・ジャーナリズムが

あった。日本では1880年代に自由民権運動が活発となり，

これとともに政治小説が栄えていた。その両者の関係が
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良きモデルとして梁啓超の目に映じたのである。彼は自

ら『佳人之奇遇』，『経国美談』を1898年から1890年にか

けて翻訳したのち政治小説を提唱して，更には1902年に

は文芸誌『新小説』と『新民叢報』を日本の横浜で創刊

している。（詳しくは次節）

3 ．中国の近代化と翻訳小説

　中国の近代史は，1840年の阿片戦争より始まった。阿

片戦争によって西洋に目を向けさせられた中国の知識人

魏源（1794～1857年）は，「夷（い）の長技を師とし，

以て夷を制す」（西洋の優れた科学技術を師として学び，

それによって西洋の侵略に打ち勝つ）ことを主張した。

その後，曽国藩（1811～72年）等のいわゆる洋務派（19

世紀後半に中国清朝の官僚が試みた改革運動－洋務運

動の立役者であった曽国藩，李鴻章，左宗棠らを指す。

彼らは，太平天国との戦い，アロー戦争などを通じて，

深く近代兵器の性能をさとり，主にその点から西洋近代

文化を移植する必要を痛感し，そこで官営軍事工場や外

国語学校を設立したり，海外に留学生を派遣したり，西

洋の科学書を翻訳させたりしたが，後に造船・鉄道・電

信などの事業から，紡績業などを起すようになったので

ある）は，「船堅 利」（強力な軍艦に優れた大砲）を

得るために，「中学を体と為し，西学を用と為す」（中国

の伝統的な学問を主体とし，西洋の科学的な学問を効用

とする）を掲げ，大官僚の李鴻章（1823～1901年）らは

これに基づき，洋式海軍を設立し，軍需を始めとする各

種近代産業の育成，近代的学校制度の整備に努めたので

あった。これは，日本の「和魂洋才」－幕末から明治

初年にかけて，西洋文明との深刻な落差を認識し，富国

強兵・殖産興業・文明開化とともに，それと日本文化と

融合するのと似ていた。しかし，清仏戦争（1884年）と

日清戦争（1894年）の敗北で相次いで南洋・北洋両海軍

が壊滅し，「洋務運動」では清朝を立て直すことができ

なかった。

　日清戦争での惨敗により，「洋務運動」は破綻する羽

目になり，当時の清王朝は，内憂外患の危機に直面した。

対外的には列強の侵略にしばしば屈し，諸国と一連の不

平等な条約を締結することを余儀無くされ，対内的には

国内政治がすっかり腐敗して人民の反抗が続発する。政

治的，経済的，外交的な失敗によって，中国は列強に分

割される危機に面していた。この時，国家に対する深い

危機感によって引き起こされたのが知識人康有為（1858

～1927年）とその弟子梁啓超（1873～1929年）等による「変

法維新運動」である。石泉（現在武漢大学歴史学科教授）

著の『甲午戦争前后之晩清政局』（注5）には，「変法維新運動」

について次のように述べている。

　　　「夫近百年来， 穿于中国 史之一中心 ，

如何求自 已御外侮也。此一自 ， 始于咸

末年英法 之役以后，而甲午一 ， 此初期

三十年自 失 之 也。

　　　同 ， 日本之明治 新亦于西 1868年（同治七

年，明治元年） 始， 二十余年之努力，甲午一 ，

乃大 中国，一 而 国。夫 国当初之受国

侵凌同也，日本 国，地瘠民 ， 之中国，

自然条件固犹 ，而人 成就卓越，我 一 地，

其故何也？盖内部政情有以使之然也。」

　　（ここ100年来，中国の歴史を貫いて一つ重要な問

題は，どのように富国強兵を求め外国からの侵略と

圧迫に抵抗し防ぐかである。この富国強兵運動は，

咸豊晩期の英法連合軍との戦役開始後から始まった

が，日清戦争は，初期30年の富国強兵運動の失敗を

意味する結果であった。

　　　　同時に，日本の明治維新は西暦1868年（同治 7

年，明治元年）に始まり，20数年の努力を通じて，

日清戦争の一戦で中国を大敗させ，一躍極東強国に

なった。当初，中国及び日本の両国は欧米列強に侵

されていたことは同じだが，狭い島国日本は土地が

やせて国民は貧乏，さらに中国に比べると自然環境

はもとより遥かに劣っていたにもかかわらず，人が

成すものはたいへん優れており，我が中国は一敗地

にまみれた。その原因は何だろうか？断言できない

が，おそらく内部の政情それによることだろう。）（注6）

　梁啓超らは，ピョートル大帝（1672～1725年）による

ロシアの近代化，および日本の明治維新をモデルとし，

清朝も西欧の社会体制そのものを導入して，立憲君主制

を打ち立て，西洋の科学技術を学び取ることを唱えた。

明治維新以後の日本の変化を日清戦争の敗戦を通して体

得した彼らは，より一層「変法維新」の重要性と必要性

を痛感すると同時に，これを実現するために，民衆に対

する啓蒙－文学の改革も欠かせないものであることを

認識した。従って，日本の明治維新次後の近代化に欠か

せぬ西洋文化の紹介が大いに注目され，日本からの翻訳

政治小説が急速に増えるようになったのである。一方，

同じ漢字文化圏の国として，日本を通して西洋文化を

導入する試みが多くなり，近隣日本は西洋への近道とも

なっていた。

　1895年，康有為は科挙の最終試験受験のため北京入り



図書館情報メディア研究 2⑴ 2004

－　8　－

した折，全国から集まった受験生1200名の連署を添え，

日本との和議の拒否，変法実施を訴える 2 回目の上書を

行った。1897年，5 回目の上書が光緒帝（1871～1908年・

中国清朝第11代の皇帝．在位1875～1908年）に認められ，

翌年戊戌（ぼじゅつ）の年に，変法自疆の策という，国

会開設・憲法制定をはじめ，新しい人材養成のための京

師大学の設立と留学生派遣など大々的な制度改革が企画

された。それは，科挙の廃止，学校の創設，冗官（むだ

な官職）の整理，新聞学会設立の自由など極めて革新的

な政策を志向した政権であったが，しかし百日後，西太

后（光緒帝はその甥）を中心とする保守派にクーデター

で鎮圧され，試行された新政は流産に終わってしまった。

これは「戊戌変法」（注7）あるいは百日維新と呼ばれている。

新政は百日あまりで失敗，光緒帝は1908年のその死まで

幽閉され，戊戌変法の中心人物の一人であり，近代中国

の政治，文学の面で重要な役割を果たした梁啓超は，こ

の変法の失敗で日本に亡命した。彼は流血の教訓をもと

に文学改革の必要性をしみじみと感じ，中国に対する強

い危機感と救亡への強い使命感を持ち，文学改革の実践

を始めたのである。

　1898年11月，日本に亡命（1898年10月20日）した梁啓

超の手によって中国語の雑誌『清議報』が日本の横浜で

創刊された。先の翻訳リストから見ると，梁啓超は自ら

東海散士の『佳人之奇遇』を訳して，それを『清議報』

の創刊号に載せ，その冒頭に，最初の政治小説論となる

「訳印政治小説序」を付けて発表した。この論説の中で，

彼は初めて「政治小説」という言葉を用い，西洋や日本

で政治小説が政治改革の手段として，大きな力になった

事実を挙げ，政治小説の重要性を強調し，小説界革命を

提唱した。「政治小説」という言葉は，明治になって日

本で生まれたものであるが，梁啓超はこの日本語を中国

に向けて使用したおそらくは最初の人であろう。

　「訳印政治小説序」を見てみると，梁啓超はまず「政

治小説之體自泰西人始也」（注8）（政治小説のスタイルは欧

米人から始まったものである）ということを指摘し，ヨー

ロッパの各国の政治改革において，政治小説が最も大き

な作用を果たしたとして，

　　　……在昔歐洲各國變革之始其魁儒碩學仁人志士往

往以其身之所經歴及胸中所懐政治之議論一寄之於小

説於是彼中綴學之子黌塾之暇手之口之下而兵丁而市

而農氓而工匠而車夫馬卒而婦女而童孺靡不手之口

之往往毎一書出而全國之議論爲之一變彼美英徳法奥

意日本各國政界之日進則政治小説爲功最高……（注9）

　　　（……昔，欧州各国の変革の始めに，その学者大

家や仁人志士は往々自身の経験や胸中に抱いた政治

理念を小説に託した。学問を継承とする者は，その

学業の暇にこれを手にし口にし，下は兵士，商人，

職人，車夫馬丁，女子供に至るまで，小説を手にし

口にしない者はなかった。往々小説が出版される度

に全国の議論が一変した。アメリカ，イギリス，ド

イツ，フランス，オーストリア，イタリア，日本な

ど各国の政治の急速な進歩は，政治小説が功をなす

ことが最も大きいのである……）（注10）

　と述べている。このように，絶大な影響力をもつ小説

は「国民の魂」だとして，「採外國名儒所撰述而有關切

於今日中國時局者次第訳之」（注11）（「今外国の優れた作者

が書いたもので，今日の中国の時局に関わり深いものを

選んで次第に翻訳する」）の必要性を説いた。彼の提唱

によって，数多くの西洋と日本の政治小説が翻訳，紹介

され，中国における翻訳政治小説の隆盛を迎えたのであ

る。

　『清議報』（1898年11月11日創刊号｢清議報叙例｣所収）

に載せられている内容を整理してみると，大体次のよう

な六つの部分に分けることができる。

　第一に，支那人論説（中国人による論説）。これは梁

啓超の政論を主とする。例えば「訳印政治小説序」，「論

中国人種之将来」（将来の中国人に対する論）などがある。

　第二に，日本及泰西人論説（日本人及び西洋人の論説。

その主なものに「論戦法之変」（中西牛郎），「男女交際論」

（福澤諭吉）などがある。

　第三に，支那近事（中国の現状）。梁啓超の「戊戌政変記」

などがこれにあたる。また，中国の政治，時事に関する

記事もよく掲載された。

　第四に，萬国近事（世界各国の状況について）。

　第五に，支那哲学（中国哲学）。「瀏陽譚氏仁学」（譚嗣同）

などがそれである。

　第六に，政治小説。『佳人之奇遇』（東海散士），『経国

美談』（矢野龍渓）などがある。

　以上見たように，『清議報』の内容は，主に政論と日

本の政治小説を紹介していたことが分かる。梁啓超らは

『清議報』の宗旨を実現しようとして，さまざまな努力

を尽くした。日露戦争後（1905年），上海を中心に『清議報』

の鼓吹した民権論の影響を受けた改革家たちは，「立憲

救国」を呼びかけ，清政府に「俄以専制敗，日以立憲勝」（ロ

シアは専制で敗北し，日本は立憲で勝った）の事実を挙

げ，立憲を強く請求した。『清議報』の紙上における『佳

人之奇遇』と『経国美談』の翻訳，連載の根本的な目的

は政治的啓蒙と政治小説の提唱にあるに違いなかった。
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両作は創刊号から六十九号まで引き続いて連載され，『清

議報』の重要な内容の一部を構成している。この意味で，

『清議報』の創刊と両作の翻訳とは無関係ではないと言

える。

　『清議報』が日本の横浜で創刊できたのも政治改良派

梁啓超が日本に亡命したこともあるが，それよりも当時

中国の出版及び言論に自由が保障されていないのが大き

な原因であった。また，国家の興亡，運命が主要となっ

た話が展開されている『佳人之奇遇』のテーマに，「戊

戌変法」を通じて富国強兵しようとした梁啓超がその共

感を覚え，亡命後に横浜で発行した『清議報』に紹介し

ようとしたともいえる。これが政治小説を翻訳させる大

きな動機となっていたと考えられる。

　清末の日中政治小説の交流を要約すれば，日本は梁啓

超を介して中国政治小説の成立と環境を提供し，以後の

政治小説にも示唆と先例を与えた。

　中国政治小説が流行した時期が清末であった。この時

期は，国内では政治の腐敗により農民が頻繁に蜂起し，

各国列強からの圧迫と侵略が絶えず，まさに内憂外患の

時代であった。アヘン戦争以来，次第に半封建半植民地

に転落し，変法による国家再建・強化の試みも失敗で終

わり，特に日清戦争（1894年～1895年）の敗北により，

中国民衆は「民族危機」，「亡国の危機」を目の前にした。

戊戌政変は政治改革の失敗を意味し，日清戦争は軍事的

な失敗を意味し，一連の不平等条約は外交的な失敗を意

味する。こうした状況のもとに，近代西洋文化，思想の

影響を受けた一部の知識人たちは，「当時，世界史的動

向は欧米帝国主義列強による植民地分割戦の真最中で，

東洋の大国『清』は，『アヘン戦争』（1840）の敗北によ

り列強の思いのままの侵略を受けていたし，それより以

前，インド亜大陸・インドシナ諸地域はほとんどが列強

の植民地になるか，従属国になっていた。それ故，長い

封建の夢から醒め，遅く近代への道を歩みはじめたこの

国」（注12）－日本を理解し，日本を研究し，日本に学ぼ

うとする切迫した願望を抱くようになった。梁啓超など

の一部の急進的な改革派は，国民に対する政治啓蒙の重

要性を認識し，文学のもつ啓蒙性と教育効果を重視し，

文学改良運動の一環として政治小説を紹介し，文学改革

に「救国の道」を求めた。

　一方，当時の日本は，国会開設，憲法設立及び条約修

改などの問題を抱いており，政治の面では国民の民権，

国権に対する主張が強かった。しかし，中国の場合と違っ

てこれらの問題は，「救国」ではなく「建国」の問題である。

従って，日本の政治小説は基本的に自由民権運動及び政

党政治と並行して発展したものである。

　以上のように両国の国情の差異で，政治小説の蓄積度

の違いが生じた。明治10年代に始まった日本の政治小説

は，二十年前後全盛期に達し，二十年余りにわたる，政

治小説の成長期があったように，量と質の両方とも中国

政治小説より充実していた。一方，中国の政治小説は，

1898年梁啓超訳の『佳人之奇遇』から始まって，未熟な

まま終焉を迎えたのである。

4 ．中国におけるその他の小説の翻訳

　日本の政治小説の翻訳は，当時の中国文壇及び読者に

外国文学の中に「政治小説」という種類の小説が存在す

ることを認識させた。と同時に，ほかの題材の小説，例

えば科学冒険小説，探偵小説，軍事小説等の新しい種類

の小説も中国語に翻訳，紹介された。

　それ以前には，これらの小説は中国では確立されてい

なかった。

　事実，林明徳（現在輔仁大学中国文学学系教授）は『晩

清小説概観』（1989年）の中で「……偵探（探偵）小説，

科学小説，軍事小説，十之八九不是外国作品的翻訳，就

是外国小説的改編作品（探偵小説・科学小説・軍事小説と

いっても十の九は外国物の翻訳または翻案である）。」（注13）

と書いている。また「中国的偵探小説十之八九都是翻訳，

可以視為創作的作品殆無一見（中国の偵探小説は十中の

九は翻訳で，創作には見るべきものはない。）」（注14）とも

書いている。

　その意味で，日本の政治小説，科学冒険小説，探偵小

説，軍事小説等の翻訳は，中国近代文学の転換に重要な

役割を果たした。

　科学小説はSF（サイエンス・フィクション）の初期

の呼称であり，空想科学小説とも呼ばれる。フランスの

ジュール・ヴェルヌ（『地底旅行』，『月世界一周』），イ

ギリスのH・G・ヴェルズ（『タイム・マシン』，『宇宙戦

争』），アメリカのE・A・ポー（『ハンス・プファールの

比類なき冒険』）の三人が，このジャンルの開祖とされ

ている。「科学が約束する未来を描いた小説」といった

ところが初期の定義で，日本では明治十年代にヴェルヌ

の翻訳がシェイクスピアとならぶ人気を集め，その影響

もあって，矢野龍（竜）渓の『浮城物語』や，押川春浪

の『海底軍艦』などが書かれ，この分野に先鞭をつけた。

　繰り返すが，中国と日本の科学小説は，まずフランス

のジュール・ヴェルヌ（1828年～1905年）の翻訳から始

められて，彼の著になるものが陸続と訳された。日本で

は『新説八十日間世界一周』（1878年川島忠之助訳）を

始め（注15），『九十七時間二十分月世界旅行』（1883年井上
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勤訳），『六万英里海底旅行』（1884年井上勤訳），『拍案

驚奇地底旅行』（1885年三木愛花・高須治助訳），『学術

妙用造物者驚愕試験』（1887年井上勤訳）等が訳された。

一方，中国も『八十日環球旅行記』（1900年薛紹徽訳『新

説八十日間世界一周』）の続き（注16），『海底旅行』（1902

年南海盧藉東，東越紅溪生訳・大平三次の『五大洲中　

海底旅行』），『十五小豪杰』（1902年梁啓超訳・森田思軒

の『十五少年』），『鉄世界』（1902年天笠生訳・森田思軒

の『鉄世界』），『月界旅行』（1903年魯迅訳・井上勤の『月

世界旅行』），『地底旅行』（1903年～1904年魯迅訳・三木

愛花・高須治助の『拍案驚奇地底旅行』）などジュール・

ヴェルヌの科学小説が続々と翻訳紹介された。これらの

訳本の中には，薛紹徽訳の『八十日環球旅行記』の他を

はじめ殆どが日本語訳からの重訳である。これ以外にも

押川春浪，櫻井顔一郎，羽化仙史などの作家の作品も翻

訳・紹介され，特に押川春浪の作品数が最も多かったの

である。

　押川春浪は冒険小説家であり，東京専門学校（現・早

稲田大学）在学中から『海島冒険奇譚　海底軍艦』を著

した。主な作品は，日露戦争の風雲を背景とする，『英

雄小説　武俠の日本』，『海国冒険奇譚　新造軍艦』，『新

日本島』，『英雄小説　東洋武俠団などがある。

　ここで一応押川春浪のどのような冒険小説が，中国に

翻訳，紹介されたかを，列記してみよう。

海天獨嘯子訳　　　　　　　　空中飛艇（『空中大飛行艇』）　　　　　　　　　　　　明権社（1903）

包天笑訳　　　　　　　　　　千年後之世界（『千年後の世界』　　　　　　　　　　　群学社（1904）

徐念慈（東海覚我）訳　　　　新舞台（『武侠の日本』）　　　　　　　　　　　小説林宏文館（1905）

摩西（黄夢庵）訳　　　　　　銀山女王（『銀山王』）　　　　　　　　　　　　上海小説林社（1905）

金石， 嘉猷訳　　　　　　　秘密電光艇（『海底軍艦』）　　　　　　　　　上海商務印書館（1906）

呉弱男訳　　　　　　　　　　大魔窟（『塔中の怪』）　　　　　　　　　　　　上海小説林社（1906）

呉梼訳　　　　　　　　　　　侠女郎（『侠女姫』）　　　　　　　　　　　　　　商務印書館（1915）

　これらを眺めわたすと，押川春浪の作品が中国の清朝

末期文壇で，十分注目されたことが分かる。つまり彼の

科学小説を通じて，科学で日本を振興させ，科学で日本

の軍事力を強めるという考え方，特にロシア，ヨーロッ

パ資本主義が後進国を侵略して衰弱させているという彼

の国際観を通じて，反帝国主義への蹶起を国民にうなが

す目的があったと考えられる。

　科学冒険小説以外に探偵小説，軍事小説も幾つか翻訳

された。主に，江見水蔭の『探検実記地中の秘密』（1906

年中国訳『地中秘』），『女海賊』（1908年中国訳『女海賊』），

桜井忠温の『肉弾』（1909年中国訳『旅順実戦記』）等の

小説が翻訳された。

　桜井忠温（1879～1965年）の『肉弾』（1906年）は，

日露戦争における旅順攻撃戦を描いた戦記で，戦記文学

の傑作として知られている。彼は陸軍少尉として戦闘に

参加，その体験にもとづいて描いたこの戦記により文名

をあげ，明治天皇拝謁にまで及んだ。肉体破砕の光景を

描きつつ戦争に肉迫したこの『肉弾』は，日露戦争（1904

年）に出征した桜井忠温の戦闘体験を基に書いた小説と

して，日本近代戦記文学の先駆けとされ，日露戦争文学

のなかでも独自の位置を占めるのであり，衝撃的な魅力

を放っていた。『肉弾』は，日露戦争後日本の国内で一

大ベストセラーになり，世界十数か国語に翻訳され，中

国では1909年翻訳された。当時これを訳した黄郛訳者の

意図は，「愛国主義軍事ノンフィクション文学の傑作」（注17）

という言葉が象徴しているように，中国人民の愛国主義

と尚武の精神を宣伝しようとしたものとされる。

　以上のように科学冒険小説，探偵小説，軍事戦争小説

などの娯楽小説の翻訳状況を比較してみると，科学冒険

小説の翻訳数が探偵小説，軍事戦争小説より圧倒的に多

いことが分かる。それは，啓蒙思想家らの科学冒険小説

の体裁を借りて科学知識を普及する必要性が重視された

からである。魯迅は『科学小説　月界旅行辨言』（注18）の

中で，次のように小説改革の必要性を述べている。

　　　……盖 科学，常人 之， 不 篇， 欲睡去，

人所 ， 必然矣。惟假小 之能力，被 孟之衣

冠， 析理 玄，亦能浸淫 筋，不生 倦。彼

儿俗子，三 ，三国志 ，未 梦 ，而亦能津

津然 股，奇肱之域，道周郎， 亮之名者，

花 及三国演 之 也。故 取学理，去庄而 ，使

者 目会心，不 思索， 必能于不知不 ，

一斑之智 ，破 之迷信，改良思想， 助文明，

力之 ，有如此者！我国 部，若言情 故刺 志

怪者，架 汗牛，而独于科学小 ，乃如麟 。智

荒 ，此 一端。故苟欲 今日 界之缺点， 中国

人群以 行，必自科学小 始。……

　　　（……そもそも，科学を羅列的に述べると，一般
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の人々は厭きやすく，全篇を読み終えぬうちに眠気

を起こしてしまうが，人に無理を強いれば勢いこう

なってしまうものである。しかし小説の力を借り，

優孟の衣冠を着ければ，深奥なる理論を解説したに

しても頭脳に浸み透らせることが可能であり，厭き

られることもない。小児俗人が『山海経』『三国志』

の諸書を夢にも見たことがなくとも，足長，片腕の

国に深い興味を抱き，周郎，葛亮の名を口にするの

は，実に『鏡花縁』と『三国演義』の賜物なのである。

それ故，学理を取り上げ，堅苦しさを取り去ってお

もしろくして，読者の目に触れさせ理解させれば，

思索を労せずとも，かならずや知らず知らずの間に

一斑の知識を得，遺伝された迷信を打ち破り，思想

を改良し，文明を補うことができる。その力の大き

さたるや，これほどのものなのである。わが国の小

説には，愛情，講談，風刺，怪奇もののようなのは

汗牛充棟のおもむきがあるが，科学小説だけは稀有

である。知識の混乱の一端は，実にここにあるのだ。

その意味でもし現代翻訳界の欠点を補い，中国の群

衆を導いて前進させようとするならば，かならずや

科学小説より始めるべきなのである。……）（注19）

　上の引用において，科学小説の重要性，つまり啓蒙的

な教育意義がある作品であれば，翻訳する価値があると

する魯迅の小説に関する基本的な考え方をうかがうこと

ができる。「訳印政治小説序」の中で政治的啓蒙を目的

とする政治小説の翻訳を提唱した梁啓超も，政治小説に

限らずに，自ら『十五少年』等の小説も翻訳した。

　それは恐らく，魯迅の考えと同様，娯楽小説群に，娯

楽を通して知識，思想を広めるという，政治小説の言わ

ば補完的役割を担わせたのだろう。市民階級の好みに迎

合して，「イソップ物語」の「北風と太陽」の話のよう

に民衆に自ら新しい思想を受け入れさせ，以て国家の救

済を図ったのである。つまり文学の芸術性を重視するよ

りも，啓蒙教育の意味があれば翻訳する価値がある，と

いうのが清末小説界の翻訳に対する動機と目的だったの

である。しかし，いわゆる政治，教育，啓蒙意識の強い

小説は，図式的であり説明過多で想像力を刺激しないと

いう点で，読者にあきられやすいし，反感も生じやすい。

そこで，翻訳者も小市民層を予想して興味の煥起を目的

として，翻訳する作品の対象に冒険小説，探偵小説のよ

うな通俗娯楽小説を選んだということもある。

　清朝末期，日本の小説については，押川春浪など当時

の流行作家の所謂大衆文学作品の翻訳が大半を占め，日

本近代文学を代表する文学者－森鷗外，二葉亭四迷，

幸田露伴，夏目漱石，樋口一葉らの作品は一篇も翻訳

されていないのが目立つ。日本の近代文壇の大家と仰が

れた尾崎紅葉の作品には『寒牡丹』（上海商務印書館，

1906年呉檮訳），『俠黒児』（上海商務印書館，1906年呉

檮訳）など翻訳紹介されたが，彼の代表的な作品『多情

多恨』（1896年），『金色夜叉』（1897年から1902年まで「読

売新聞」に連載）には触れなかった。因みに，尾崎紅葉

の『金色夜叉』（上海訳文出版社，1983年金福訳）は80

年代になってから翻訳され，日本の近代文学の先駆的な

作品と称される森鷗外の『舞姫』（上海文化生活出版社，

1937年林雪清訳）や二葉亭四迷の『浮雲』（北京人民文

学出版社，1962年石堅白・秦柯訳）なども，それぞれ30

年代後半と60年代になってから翻訳されるようになっ

た。これらのことから，当時小説のその「政治性」－

思想上の教育意義と「大衆性」－形式上の面白さ，こ

の二つの要求が中国清末における近代日本の小説翻訳の

際立っている特徴であることが分かる。

　また，梁啓超は日本文を学ぶ便利さとその効果につい

てこう主張していた。

　　　「學英文者經五六年而始成。其初學成也尚多窒礙。

猶未必能讀其政治學資生學智學羣學等之書也。而學

日本文者。數日而小成。數月而大成。日本之學。已

盡爲我有矣。天下之事。孰有快於此者」（注20）

　　　（「英文を学ぶ者は，五・六年経って成し遂げても，

その初めは，尚塞ぎ妨げる場合が多く，それでもや

はり政治学，資生学，智学，群学等の本は必ずしも

読めるとは限らない。しかし，日本文を学ぶ者は，

数日の間に小成し，数ヶ月の間に大成する。日本の

学は，すでに私のために尽され，世界の事は，いず

れ速いのが近道である」）（注21）

　遅まきながら近代化を目指した清朝末期の先覚の士

は，救国，民衆に対する啓蒙を実現するために翻訳小説

を媒介として日本を研究し，欧米の思想や文学を効率よ

く吸収することを最重点目標としたのである。この時期

の日本の政治小説，科学冒険小説，探偵小説，軍事小説

等に対しての翻訳紹介も単に日本を学ぶためではなく，

日本を西欧に学ぶ「橋」或いは「窓口」として，この「橋」

或いは「窓口」を通して，その究極の目標は，翻訳小説

を通じて欧米の思想・文学の受容を図ったと言える。

＜付記＞本稿を執筆するにあたり，終始懇切丁寧な御指

導，御校閲を賜わりました黒古一夫教授，貴重な

御教示をいただいた綿抜豊昭教授・査読者に心よ
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り厚く感謝申し上げます。

注：

注 1 　中村忠行　『政治小説に於ける比較と交流』（岩波

書店「文学」1953年 9 月10日所収）。

注 2 　日本の政治小説の最盛期をいつ定めるかに関し

ては，例えば，柳田泉は『政治小説研究』（1967年

8 月 5 日発行）の中で明治19（1886）年から明治

21(1888)年までが政治小説の全盛時代と位置づけ

る。また，松井幸子は『政治小説の論』（1979年 3

月10日発行）の中で明治15（1882）年ごろから明治

23（1890）年頃までを頂点とする。更に，小田切秀

雄は『小田切秀雄全集－近代文学史・第 8 巻』（2000

年11月20日発行）の中で政治小説がさかんになるの

は，民権運動の後半期（1882～1890年）に入ってか

らである。このようにそれぞれ違いがある。

注 3 　柳田泉　『政治小説研究』中巻（春秋社1968年 9

月 5 日）中「ヂスレーリの政治小説」一二一頁。

注 4 　柳田泉　『政治小説研究』上巻（春秋社1968年 9

月 5 日）中「政治と文学」二三三頁。

注 5 　石泉　『甲午戦争前后之晩清政局』（生活・讀書・

新知三聯書店1997年11月）中「甲午以前政局概観」

三頁。

注 6 　拙訳（次後同じ）

注 7 　1898年（清光緒24年）におこった改良運動：新進

派の光緒帝が新進の士康有為，譚嗣同などを用いて

親政（変法自疆の策）を布こうとした際，保守派

の大官たちが西太后を擁して，これに反抗し，つい

に光緒帝を北海に幽閉し，康有為と梁啓超は日本へ

亡命し，譚嗣同らいわゆる戊戌六君子は刑死し，新

政は挫折した。1898年 6 月11日から 9 月21日までの

103日間の新政のため「百日維新」ともいう。

注 8 　『清議報』第一冊（清議報館発行1898年11月11日）

所収「訳印政治小説序」五三頁。

注 9 　『清議報』第一冊（清議報館発行1898年11月11日）

所収「訳印政治小説序」五四頁。

注10　拙訳

注11　『清議報』第一冊（清議報館発行1898年11月11日）

所収「訳印政治小説序」五四頁。

注12　黒古一夫　『北村透谷論－天空への渇望』（冬樹

社1979年 4 月13日）一五頁。

注13　林明徳　『晩清小説研究』（聯経出版事業公司1988

年 3 月）中「晩清小説概観」三六頁。

注14　林明徳　『晩清小説研究』（聯経出版事業公司1988

年 3 月）中「晩清小説概観」五三頁。

注15　富田仁　『ジュール・ヴェルヌと日本』（花林書房

1984年 6 月20日）中「第一部　ジュール・ヴェルヌ

移入考」等参照。

注16　王宏志　『重釈“信達雅”』（東方出版中心1999年

12月）中「民元前魯迅的翻訳活動」等参照。

注17　施蟄存　『中国近代文学大系』第二十七巻（上海

書店出版1991年 4 月）四七五頁。

注18　魯迅先生記念委員会　『魯迅全集』第十一巻（人

民文学出版社1973年12月）中　「科学小説　月界旅

行辨言」一〇～十一頁。

注19　鈴木泰二　『魯迅全集』12（学習研究社1985年 8

月27日）中「『月界旅行』解説」二一〇～二一一頁。

注20　『清議報』第十冊（清議報館発行1899年 2 月21日）

中「論学日本文之益」五八八頁。

注21　拙訳


